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平和な東成区のまちが、
かつてもうれつな空

くうしゅう

襲を受けたことを
みなさんは知っていますか。

今回、戦争を体験された6人の方々に
東成区の中学生がお話をうかがいました。
当時のお話を聞いて、
みなさんといっしょに平和について
考えていきたいと思います。
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みなさんは戦争に対して、

どのようなイメージを持っていますか？

これからお話をうかがう

中学生のみなさんの

気持ちを聞いてみましょう。

戦争の時の環
かんきょう

境や、

どんな気持ちで毎日過ごし

ていて、どれだけ怖
こわ

かったの

かとか、そういうことが知

りたいと思います。

どのくらい亡くなられた

とか数では出ていますが、ど

んな亡くなり方をしたなどは知ら

ないので、体験者の方の視点から

見た戦争のことを聞いてみたい

と思います。

当時の様子がひどかっ

たっていうのは聞いています

が、具体的にどんな様子だったの

かを知りたいと思います。戦争にあっ

たときの様子や、当時どういう生

活をしていたのかなどをくわ

しく聞きたいです。

戦争を今まで映画など

でしか見たことがありませんでし

た。戦争についてもっと知っていき

たいと思います。当時の教育の様子

や、日本のことについてどのように

教わっていたのかを知りたいと

思います。

自分は戦争を体験し

ていないから、もっと知り

たいと思います。どれだけ大

変だったとか、どれだけひどい

状
じょうきょう

況 だったのかなどを聞き

たいと思います。
当時の状

じょうきょう

況をくわし
く知る機会がありませんでし

た。授業でも戦争の勉強はして
いますが、写真だけではなくて自
分で見た状

じょうきょう

況をご本人から聞け
るということで楽しみにして

います。

身内で戦争にくわしい
人がいないので、今回体験し

た人に貴重なお話をしていただけ
るということで参加しました。今し
ていることで当たり前にできてい

ることが、昔はどうだったのか
など、そういうことを聞

きたいです。

授業で色々勉強し
ていますが、細かいこと

や大阪で起こった出来事な
ど、あまりよく知らないの

で、そういうことを聞け
たらと思います。

戦争は空
くうしゅう

襲で逃
に

げ
る時に、爆

ばくだん

弾がたくさ
ん降

ふ

ってくるイメージです。
その時の色々なことを聞

きたいと思います。

戦争に対して自分
が素直な気持ちで聞け

たらいいです。東成区で
どんなことがあったのか

を知りたいです。

体 験 談 を 聞く前 の 気 持 ち



　昭和20年には、日本各地で空襲が本格化。大阪府も例外では

なく、昭和19年12月から昭和20年8月まで、米軍は約50回にわ

たりB29による爆撃を行いました。中でも100機以上のB29が

飛来した「大阪大空襲」は被害も大きく、 これらの空襲で一般

市民1万人以上が死亡したと言われています。昭和20年3月

13日深夜から翌日未明にかけて最初の大阪大空襲が行なわれ、

その後、6月1日、6月7日、6月15日、6月26日、7月10日、7月

24日、8月14日と終戦の前日まで続きました。

焦土と化した大阪のまち

　3月13日から14日にかけて行われた第1次大阪大空襲の被害

は最も甚大でした。空襲警報とともに灯火管制＊1がしかれ、

暗闇に沈む大阪のまちに、274機ものB29が飛来し1,733ト

ンの焼夷弾＊2が投下されました。木造家屋が密集し、道路も狭く

防火のための空き地もなかった大阪のまちは火の海となり、奈

良や京都からはすさまじい炎が夕焼けのように見えたそうで

す。この空襲では死者数約4,000人、被災者数約50万人にも上

る被害が出ました。

甚大な被害が出た第1次大阪大空襲

　8月14日、大日本帝国陸軍の兵器工場である大阪砲兵工廠など

を攻撃対象とした空爆が行われました。この空襲で大阪砲兵工廠

はほとんどの施設が破壊され壊滅状態に。工廠内で多くの犠牲者

が出ただけでなく、近接する国鉄（現JR）京橋駅にも1トン爆弾

が直撃し、大惨事を引き起こしました。

　あと1日で終戦を迎えることも知らず、大勢の方が亡くなりま

した。犠牲となった方の無念と、残されたご家族のやりきれな

い思いは今も消えることがありません。

無念の涙　第8次大阪大空襲

　都市部への空襲が軍事関連施設からしだいに民間人を含む無

差別攻撃に変わってきた中で、子どもたちを空襲から守るために

「学童疎開」が行われるようになりました。学童疎開とは、戦火

を避けるために大都市の児童を地方都市や農村に移住させるこ

とです。大阪では昭和19年8月ごろから学校や学年ごとに疎開す

る「集団疎開」が始まりました。空襲から子どもたちを守ること

が目的ではありますが、小学生の子どもたちが家族と別れ、

食糧不足の中で送る集団生活には、大変な苦労がありました。

子どもたちを空襲から守る

「道頓堀界隈の空襲被害」　提供：なにわ堀江1500
堺筋周防町交差点付近から戎橋方面を見る。
一面の瓦礫である。

「心斎橋より難波方面の空襲被害」　提供：なにわ堀江1500
後方にある難波高島屋を見通すことができる。

「爆撃により炎上する大阪砲兵工廠」　
提供：ピースおおさか

「学童集団疎開の食事風景　常盤小学校（阿倍野区）」
提供：大阪公文書館

太平洋戦争の始まりから終戦までの主な出来事

第1次大阪大空襲では、大阪市営地下鉄が市民の避難に一役買いました。当時は梅田駅―天王寺駅間を結ぶ御堂筋線と大国町駅―花

園町駅間を結ぶ四つ橋線が運行しており、政府は戦略的な観点から空襲時に地下鉄に避難することを禁じていましたが、未曾有の事態と

なった大空襲の夜、地下鉄のいくつかの駅は開放され、人々を救援する電車も運行され、大勢の命が救われました。

・日本軍がハワイ真珠湾にある米海軍基地を攻撃、
太平洋戦争が開戦

・アメリカ映画の上映を禁止

＊1：灯火管制…戦時において、夜間に敵機の空襲目標となることを防ぐため、電灯をカバーで覆うなどして、光がもれないようにすること。
＊2：焼夷弾…建物などを焼き払うことを目的に、発火性のある薬剤が詰め込まれた爆弾。
＊3：特別攻撃隊…生還の見込みが通常よりも低い、もしくは戦死を前提とする攻撃を行う戦術部隊。
＊4：ポツダム宣言…連合国側から発せられた、日本に対する降伏および戦後処理の方針を示した全13か条から成る宣言。

・塩を皮切りにみそ・しょうゆなどを、国が管理して
配分する配給制に

・米陸軍機による日本本土初空襲

・ミッドウェー海戦で日本海軍大敗

・兵力不足を補うため、大学生を徴兵し戦地へ赴かせる

学徒出陣の開始

・文部省、学童の縁故疎開促進を発表

・労働力不足を補うため、女性を強制的に工場などでの労働に従事させる
女子挺身隊の結成

・学童集団疎開の開始

・神風特別攻撃隊などの特別攻撃隊＊3を編成

・阪神地方への本格的な空襲開始

・米軍、沖縄本島に上陸を開始

・B29、広島・長崎に原子爆弾を投下

・日本がポツダム宣言＊4を受諾し、戦争終結

昭和16年

用語解説

昭和17年 昭和18年 昭和19年 昭和20年

あの日の風景

大阪の空襲と学童疎開 日本が参戦する最後の戦争となった太平洋戦争。米国を中心とする連合国二対し、
昭和 16年 12月から昭和 20年 8月15日の終戦まで 3年 9ヶ月におよぶ、長い戦争でした。
全国各地で繰り広げられる空襲、沖縄本土での地上戦、広島・長崎への原子爆弾投下など、
非戦闘員である民間人にも多くの犠牲が出ました。

日本が参戦する最後の戦争となった太平洋戦争。米国を中心とする連合国二対し、
昭和 16年 12月から昭和 20年 8月15日の終戦まで 3年 9ヶ月におよぶ、長い戦争でした。
全国各地で繰り広げられる空襲、沖縄本土での地上戦、広島・長崎への原子爆弾投下など、
非戦闘員である民間人にも多くの犠牲が出ました。

日本が参戦する最後の戦争となった太平洋戦争。米国を中心とする連合国に対し、
昭和 16年 12月から昭和 20年 8月15日の終戦まで 3年 9ヶ月におよぶ、長い戦争でした。
全国各地で繰り広げられる空襲、沖縄本土での地上戦、広島・長崎への原子爆弾投下など、
非戦闘員である民間人にも多くの犠牲が出ました。
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体験談を聞く① - 和田治郎さん - 

学業よりも軍事が優先

わたしが小学校を卒業する12才のころには、すでに
太平洋戦争は始まっていました。

当時は小学校を卒業した後、中学校に2年間通うこ
とになっていたのですが、ほとんど勉強はできませんで
した。「学

がくときんろうれい

徒勤労令」により中学生以上の人は全員、
軍
ぐんじゅこうじょう

需工場などで働かなければならなかったのです。わ
たしは「放

はなてん

出」にある軍
ぐんじゅこうじょう

需工場へ働きに行きました。そ
こは軍隊の無線機をつくっている工場でした。

少しでも勉強がしたいという思いから、定時制の学
校に入学しました。定時制とは夜に授業を受けること
ができる制度です。昼間は工場で働き、17時になれば
学校へ勉強に行くという生活を送っていました。

しかし、次第に戦争が激しくなりました。ある日軍
隊の教官が工場へやってきて、「17時になったらどこ
へ行っているのか。」と言われたので、「定時制の学

校へ行っています。」と答えたら、教官が紙にハンコ
をおして「明日学校に持っていきなさい。」と言いまし
た。学校へは行かず、お国のために働きますという証
明書です。それからは定時制の学校にも通えず、毎日
工場で残業していました。わたしの中学生時代はそれ
が当たり前でした。

いまだ忘れられない空
くうしゅう

襲の恐
きょうふ

怖

戦
せんきょう

況の悪化にともない、軍
ぐんじゅこうじょう

需工場も攻
こうげき

撃されるよう
になりました。半分仕事で半分避

ひなん

難というような 状
じょうきょう

況
で、毎日がそのくり返しでした。

当時わたしの家は大 阪城の東側にありました。
空
くうしゅうけいほう

襲警報が鳴り、電車が全て止まったため、通勤がで
きませんでした。仕方がないので家にいたら、家の周
辺は空

くうしゅう

襲で次々にやられてしまいました。当時は舗
ほそう

装
された道路もなく、土の道に10mぐらいの穴をほり、
防
ぼうくうごう

空壕をつくっていました。
昭和20年3月の大

おおさかだいくうしゅう

阪大空襲は忘れられません。それ
までは、5機程度のB29しか飛んでいなかったのに対し
て、その日は空が真っ暗になる程、B29で埋

う

めつくされ
ていました。

爆
ばくだん

弾が落ちた衝
しょうげき

撃により、防
ぼうくうごう

空壕が大きくゆれ、体
が飛び上がりました。スポーツの試合で監

かんとく

督の胴
どうあ

上げ
などがありますが、胴

どうあ

上げの状態から手をはなされ
て地面に落ちたぐらいの衝

しょうげき

撃です。そのような爆
ばくだん

弾を
雨のごとく落とされました。防

ぼうくうごう

空壕の中は土
つちけむり

煙が上が
り、天

てんじょう

井からも土が落下するので、中にいた人たちは
みんな土まみれでした。

それから焼
しょういだん

夷弾の攻
こうげき

撃が始まり、大多数が木造
である大阪の民家は炎

ほのお

に包まれました。防
ぼうくうごう

空壕の中
で衝

しょうげき

撃にたえていた時に、不幸にも焼
しょういだん

夷弾の1発が
防
ぼうくうごう

空壕の天
てんじょう

井をつき破
やぶ

り、わたしたちのいたところへ

落ちてきました。それは不発で火はでませんでしたが、
わたしのそばにいた小学生より小さいぐらいの女の
子の肩

かた

に命中し、腕
うで

がボロリと取れました。その瞬
しゅんかん

間
に、血がホースで飛ばしたかのようにふき出し、横に
いた女の子のお母さんが自分の手でそこをおさえま
した。しかし血が止まらないので今度は自分の体にあ
て、力いっぱい抱

だ

きしめました。女の子の顔は見る見
る真っ白になっていきました。泣いてはいませんでし
た。目を開けて、自然な表情でしたが、驚

おどろ

いていたの
か失神していたのかもしれません。女の子のお母さん
が「だれか助けて！ だれか助けて！」と叫

さけ

んでいた声
は、何十年たった今でも決して忘れることはできませ
ん。わたしたちは何もできませんでした。怖

こわ

くて、恐
おそ

ろ
しくて、固まっていました。防

ぼうくうごう

空壕の中にいた人はだれ
も動くことができませんでした。

しばらくたったころ、防
ぼうくうごう

空壕のフタが開き、警防団の
人が防

ぼうくうごう

空壕の中を見て、「こんなところにいたら蒸
む

し焼
けになってしまう！ 早く防

ぼうくうごう

空壕から出て、広い道に逃
に

げろ！」と言いました。わたしたちは火の手のない方へ
走り出しましたが、女の子をかかえたお母さんだけは
逆方向の火の海の中へ走っていきました。「そっちじゃ
ない！ こっちやで！」とみんなが叫

さけ

びましたが、そのお
母さんの姿は見えなくなりました。後から考えると、そ
のお母さんが走り去った方向には、小さな医院があり
ました。そこへ行くつもりだったのではないかと思いま
す。その時のお母さんと女の子のことは後になって探し

「だれか助けて！ だれか助けて！」と

叫
さけ

ぶ声は、何十年たった今でも

決して忘れることはできません。

大
おおさかだいくうしゅう

阪大空襲に巻きこまれた当時15才の和田さんは、

目を疑う光景に立ちつくしました。

 和
わだ

田 治
じろう

朗さん（当時15 才）

「当時の家の中の模型」（左）  「1トン爆
ばくだん

弾」（右）提供：ピースおおさか「防
ぼうくうごう

空壕」提供：ピースおおさか「出
しゅっせい

征の様子」提供：岡倉三郎さん
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ましたが、見つかりませんでした。
空

くうしゅう

襲が終わり、みんな呆
ぼうぜん

然としていました。火は丸1
日、燃えていました。辺り一面が焼け野原で、唯

ゆいいつ

一コ
ンクリートでできている電柱だけがろうそくのように燃
え残っていました。わたしが体験した戦争の中で一番
恐
おそ

ろしいと感じた日でした。

困
こんきゅう

窮する生活

空
くうしゅう

襲で家がなくなり、休む場所をつくるため焼け
落ちた柱などの材木を集めてまわりました。焼け跡

あと

を見ていて手ごろな木があるように見えたため、そ
れをつかみました。引き抜

ぬ

こうとしたら脂
あぶら

で手がすべ
り、よく見たら人の手でした。人の手が焼け、材木に
見えたのです。焼け残った材木にトタン板を乗せて、
しばらくは生活していました。わたしたちだけではな
く、周囲に家は残っておらず、だれもが焼け跡

あと

で苦し

い生活を送っていました。
警
けいぼうだん

防団か軍隊かはわかりませんが、炊
た

き出しがあり
ました。みんな焼け跡

あと

から鍋
なべ

のつぶれたもの、丼
どんぶり

の
残っているものを拾い、並びに行きました。ドラム缶

かん

の
上に大きな釜

かま

をのせて、そこから柄
ひしゃく

杓ですくい入れてく
れます。しかし、おわんに注

そそ

いでくれたのは、具はおろ
か米つぶも見えない白いお湯でした。「（釜

かま

の中には）
お米が入ってるはずやのに。」と言うと、おわんの中の
5、6個の米つぶを指さされました。

それでも、飲んではすぐに後ろに並び、「もう1杯
ぱい

ちょ
うだい！ もう1杯

ぱい

ちょうだい！」と言いました。当時はそ
のような状態でした。

終戦の日

昭和20年8月15日、終戦の日。正午にラジオを通
じて天皇陛

へいか

下から大切なお話があるということで、
数少ない貴重なラジオを街頭に出し、子どもも大人
もみなで聞いていました。

しかし言葉が難しかったため、子どもにはわかりま
せんでした。周囲の大人たちの顔色やざわめきなど
から、日本が負けたことを知りました。それを聞いた
時、体の力が抜

ぬ

けました。これまでの戦争とは何で
あったのかということを考えました。兄が中国で戦死
し、家を焼かれ、気が抜

ぬ

けてしばらく呆
ぼうぜん

然とするし
かありませんでした。

体験談を聞く① - 和田治郎さん - 

ふだんは小学校でお話をしていますが、今回中学

生の生徒さんもとても真
しんけん

剣に聞いてくださいました。

少しでも有意義に活用していただければと思います。

当時、わたしたちの世代は軍国主義に洗
せんのう

脳されて

いました。全てが「お国のため」となり、国民全員が自

分を捨てて、戦争というものにのめりこんでいました。

今のような平和な時代に考えておいていただきたいこ

とは、どんなことがあっても「話し合う」ことです。つ

きつめて話し合って、平和について常に考えるように

過ごしていただきたいです。平和を求めていっていた

だきたいですね。

もしも学校で「いじめ」があったとして、「あの子が

悪い」「あいつをやろう」ではなく、おたがいに話し合

いをしていただきたいです。話し合いを行うことが、

平和につながっていくと思います。

「戦争」という言葉をこの地球上から無くせるよう

な考えを持って、これからを過ごしてほしいですね。

戦争を知らない世代への

メッセージ

今、平和であることの喜び

今が一番幸せです。今、平和に生活できるという幸
せを、毎日かみしめています。みなさんにも平和であ
ることの喜びを忘れずに過

す

ごしてほしいと思います。
学校から帰ってすぐにゲームや、1日遊んでおこうなど
ではなく、それも1日の過ごし方ですが、もう少し平和
をかみしめて過ごしていただきたいと思います。無

むだ

駄
なことや悪いことに使われると、戦時中に亡くなられ
た方に申し訳なくなります。少しでもそのようなことを
考えて勉強にはげんでもらえたらうれしいです。わたし
たちの時代は勉強したくてもできませんでした。「こ
れはゼロ戦に積む無線機やから、自分の命より大事

なんや。」と教えられ、そればかりを朝から晩までつ
くっていました。当時のことを思い出すと、本当に今は
幸せだと感じます。

「焼けた道
どうとんぼり

頓堀川付近」　提供：なにわ堀江 1500

「焼け跡の処理に向かう人々」提供：ピースおおさか「空
くうしゅう

襲による火災の消火にあたる人々」提供：ピースおおさか

「空
くうしゅう

襲の業火からにげる人々」提供：ピースおおさか



10 11みて・きいて・つたえたい へいわ

体験談を聞く② - 岡倉三郎さん -

空
くうしゅう

襲でまちが火の海に

わたしは空
くうしゅう

襲を2回体験しています。1回目は昭和20
年6月15日でした。当時は「警

けいぼうだん

防団」という組織が各
町会にあって、学校の屋上から敵機が来ないか見張っ
ていました。東中本小学校の屋上に近所のおじさんが
いたため、わたしはそこへ遊びに行きました。屋上へ遊
びに上がったところ、警

けいかいけいほう

戒警報が鳴り、警
けいぼうだん

防団の人に
「そろそろ下りなさい。」と言われましたが、下りかけて
すぐ空

くうしゅうけいほう

襲警報にかわりました。「もう空
くうしゅうけいほう

襲警報が鳴っ
たから、下りたら危ない。ここにいなさい。」と言われた
ので、その場で待っていたらすぐに大きな爆

ばくげきき

撃機が飛ん
できました。

昭和20年3月ごろから東京や大阪は空
くうしゅう

襲が始まって
おり、そのころは夜の暗いうちに焼

しょういだん

夷弾を落としていま
したが、6月ごろになると白

はくちゅう

昼堂々とB29が飛んでいま
した。6月15日もお昼前ごろだったと思います。遠くの

空の向こうからたくさん飛行機が飛んでくるのが見え
ました。東中本小学校の屋上でしたから、玉造橋から
鶴
つるはし

橋のあたり、東成区でいうと中道の周辺が燃えてい
るのが見えました。いくつもの焼

しょういだん

夷弾がスーッと落ち
ていき、黒い塊

かたまり

が花火のようにパッと散るのをくり返
し、広

こうはんい

範囲に落ちていきました。それから10秒、長
くて20秒程で真っ黒の
煙
けむり

が 一面に上 がりまし
た。さらに30 秒 過ぎた
ころには 炎

ほのお

に 変
か

わって
いました。

当 時、学 校 で は 防 火
訓練や避

ひなんくんれん

難訓練は何度
も行わ れて いました 。
焼
しょういだん

夷弾が 落ちて来たら
「火消し棒」を使って火
を消すように訓練をして

いました。「火消し棒」というのは大きなハタキみたい
なもので、物

ものほしざお

干竿の先に、荒
あらなわ

縄を何本か束ねたもの
です。それを防火用水の水の中につけて火を消すとい
う仕組みです。しかし、焼

しょういだん

夷弾が落ちてから煙
けむり

にかわ
るまでの早さを目の当たりにして、わたしたちがしてい
る訓練ではとても間に合わないと感じました。

1トン爆
ばくだん

弾の衝
しょうげき

撃

2回目は終戦前日の昭和20 年 8月14日でした。
大
おおさかほうへいこうしょう

阪砲兵工廠を目標とした大
だいくうしゅう

空襲がありました。その
日はとても暑い日で、午前と午後の2回に分けて空

くうしゅう

襲が
ありました。

第1波の空
くうしゅうけいほう

襲警報が鳴り、妹と2人で畑の真ん中にあ
る防

ぼうくうごう

空壕へと逃
に

げ込
こ

みました。しばらくして、爆
ばくだん

弾の
音が響

ひび

いてきました。1トン爆
ばくだん

弾は落ちると地
じしん

震のよう
にゆれます。わたしが入っていた防

ぼうくうごう

空壕の壁
かべ

が、縮
ちぢ

ん
だり広がったりするのを感じました。その時は圧死す
ると思い、怖

こわ

かったです。暗い防
ぼうくうごう

空壕でも、壁
かべ

が迫
せま

る
様子がはっきりと見えていました。目で見えるほど強い
振
しんどう

動があったということです。
それだけ威

いりょく

力のある1トン爆
ばくだん

弾が何百発も落とされ
たので、わたしの家の周辺は悲

ひさん

惨な状
じょうきょう

況でした。その
影
えいきょう

響で、わたしの家の離
はな

れに大きなどろの塊
かたまり

が落ち
てきて、天

てんじょううら

井裏の頑
がんじょう

丈な梁
はり

が真っ二つに折れ、畳
たたみ

が
床
ゆかした

下までくずれていました。屋根には大穴が空き、家

具は全て爆
ばくふう

風で飛び、柱
のみが残るという惨

さんじょう

状で
した。森ノ宮付近で大き
な炎

ほのお

が上がり、トタンが
真っ赤に焼け、紙切れの
ように飛んでいました。
炎
ほのお

の行く手を確認するた
め、家の2階にある物干
し台に上がりました。そこ
で再び空

くうしゅうけいほう

襲警報が鳴り、
母親にもどるよう言われ
たため、防

ぼうくうごう

空壕にもどり
ました。

第2波は爆
ばくだん

弾が近くに
落ちたため、さらにゆれま
した。飛行機が遠ざかる
のを待ち、外に出てみると、先程までいた物干し台が
爆
ばくふう

風で全て吹
ふ

き飛び、見る影
かげ

もありません。わたしは
防
ぼうくうごう

空壕に入ったため助かりましたが、物干し台にいたら
確実に死んでいたと思います。これらの空

くうしゅうたいけん

襲体験は、い
まだに忘れることができません。

狙
そげき

撃される恐
きょうふ

怖

わたしの 場 合 は奈 良 県 の 生
いこまやま

駒 山 の方に親 せき
の 家 があったため 、「 縁

えんこそかい

故 疎 開 」へ行 きました 。
「集

しゅうだんそかい

団疎開」は学校単位でするため、あまり自由に行
動ができませんが、わたしは「縁

えんこそかい

故疎開」であったため
比

ひかくてき

較的大阪にも帰ることができました。その時に空
くうしゅう

襲
にあいましたが、なんとか助かりました。

しかし、 疎
そかいさき

開先 でも危 険なことはありました。
空
くうしゅうけいほう

襲警報が発 令されたことに気づかず、もう少しで
戦

せんとうき

闘機に撃
う

たれるところだったのです。生
いこまえき

駒駅の付
近を歩いていたら、知らない学校の同じ年ぐらいの
子が「君、そんなところにいたら危ない！ここに入りた
まえ！」と建物の中へ誘

ゆうどう

導してくれました。すると、
戦

せんとうき

闘機が生
いこまやま

駒山ぞいにスーっと下りて来て、動くもの

2 回の空
くうしゅう

襲を体験しましたが、

いまだに忘れることはできません。

当時から東成区東中本地区にお住まいの岡
おかくら

倉さんは、

東中本小学校の屋上から空
くうしゅう

襲を目の当たりにしました。

 岡
おかくら

倉 三
さぶろう

郎さん（当時 9 才）

「火消し棒と防火用水」
提供：ピースおおさか

「家の中の防
ぼうくうごう

空壕の模型」
提供：ピースおおさか

当時、「家庭用防
ぼうくうごう

空壕」をつくること
が一般化されていた。床に穴をほっ
て板などをかぶせる「屋内防

ぼうくうごう

空 壕 」
と庭や畑などにつくる「屋外防

ぼうくうごう

空壕」
があった。

「警
けいぼうだん

防団」　提供：岡倉三郎さん
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全てを攻
こうげき

撃しました。電車や自動車、人をめがけて撃
う

ち、大変な土
つちけむり

煙が上がりました。とても怖
こわ

かったです。
その時声をかけてくれた少年は 標

ひょうじゅん

準 語だったため、
関西の子ではなかったと思いますが、その子はわたし
の命の恩人です。

小学生活の思い出

当時は毎月8日に学校から集団で近所のお宮さんに
「戦

せんしょうきがん

勝祈願」に行く行事がありました。「勝ちますよう
に。」と、みんなでお祈

いの

りすることが学校の行事として
組み込

こ

まれていました。
始業式も今のものとはちがい「教

きょういくちょくご

育勅語」というもの
を校長先生が読んでいました。難しい文章だったため、
理解している児童は少なかったと思いますが、その間は
頭をきちんと下げて、気

き

を付
つ

けをして聞いていました。
学校生活の楽しい思い出というのは少ないです。

終戦の日の朝

朝から「正午に重大な放送があります。みな聞くよう
に。」という放送がラジオで流れました。昭和20年8月
15日は非常に天気のいい日だったことが印象深く残っ
ています。

前日までは昼夜関係なくサイレンや飛行機の音がし
ていましたが、8月15日の朝は音がない世界でした。飛
行機の飛んでいない、空

くうしゅうけいほう

襲警報・警
けいかいけいほう

戒警報のサイレ
ンも鳴らない、世の中にこんな静けさがあるということ
をその時生まれて初めて知りました。

正午にラジオ放送が流れましたが、内容が難しく子
どものわたしには理解できませんでした。父に「戦争
に負けた。」と教えられました。先の不安はありました
が、その反面、空

くうしゅうけいほう

襲警報がないことに安心を覚えまし
た。それまでに相当なストレスがかかっていたと思いま
す。その時のことを後に両親に聞くと、「あの時はホッ
とした。」と言っていました。

戦死した兄

わたしには11才上の兄がいて、東京の大学に通って
いました。その兄に、「学

がくとしゅつじん

徒出陣」で召
しょうしゅうれいじょう

集 礼 状が届き
ました。当時の大学生は「文化系」「理科系」「医学
系」に分かれていましたが、「文化系」の学生は4年生
まで大学に通えず、3・4年生は戦争へ行く時代でし
た。

体験談を聞く② - 岡倉三郎さん -

平和を維
いじ

持するということはとても難しいことだ

と思います。「平和」と口で言うだけでは平和にはな

らない、ということをわかっていただきたいです。

世界情勢へ目を向けるとわかると思いますが、平和

のあり方についてみなさんにしっかりと考えていただ

かないといけません。日本国内だけの問題ではない

のです。例えば災害救助で活
かつやく

躍されている自衛隊は

大変素晴らしいことだと思います。しかし、平和のた

めには何をしなければならないかを自覚していなけ

れば、このような災害救助以外で自衛隊という組織が

動かなければならない事態が起こるかもしれないと

いうことを、深く考えてください。

今回お話をさせていただきましたが、みなさん熱

心に聞いてくださいました。将来、今回のことを役立

てていただけたら嬉
うれ

しいですね。若い人たちにこれ

からがんばっていただきたいです。

戦争を知らない世代への

メッセージ

兄が召
しょうしゅう

集されるより前は、日本で訓練を行ってから
戦場へ行っていましたが、兄が召

しょうしゅう

集されるころには、
召
しょうしゅう

集 から1週間程で戦地へ行っていました。そして
兄はそのまま帰ってくることはありませんでした。後
で聞いた話では「戦病死」ということでした。兵隊と

して戦い弾
たま

に当たって死亡したのではありません。
衛
えいせいじょうきょう

生 状 況も非常に悪く、薬も充
じゅうぶん

分にない場所でした
から、中国だけではなく南の島々でも、飢

う

えや病気で
亡くなられた兵隊の方がたくさんいたそうです。

姉が話してくれた忘れられない爆
ばくげき

撃の日の光景

当時、勤
きんろうほうし

労奉仕に出ていた姉が爆
ばくげき

撃のために電車
が使えず、歩いて家まで帰ってきたことがありました。
その時のことを戦後わたしに話してくれました。爆

ばくげき

撃
の衝

しょうげき

撃で目が飛び出して、その目玉を持ってウロウロ
していた小さい子がいたそうです。戦争中はみんな自
分のことに精

せいいっぱい

一杯です。姉はその時のことを思い出し
て「あの子、どうしたんやろう。戦後大人になってるか
な。」と気にしていました。とてもショックだったと思い
ます。

「召
しょうしゅうれいじょう

集令 状の資料」　提供：ピースおおさか

「教
きょういくちょくご

育勅語」　提供：ピースおおさか

「当時の岡倉さん」（左から３番目）　提供：岡倉三郎さん

「中本町必
ひっしょうきがん

勝祈願の写真」　提供：岡倉三郎さん 



　東成区が現在の形となったのは昭和18年。昭和

の初めのころの東成区は、現在の生野・旭・城

東・鶴見の4区にまたがる広大な区域を有していま

した。当時、大阪城の東側には、アジア最大規模

の兵器製造工場である大阪砲兵工廠が設置されて

おり、東成区では鉄鋼・機械・化学などの関連工

場が増え、そこで働く人々も多く住み、市場が多

数開設されるなど商業も発展。東成区西北部は住

宅地や家内工業地、鶴橋方面は商工業が目立ち始

め、区内は活況を呈していました。

　東成区で特に大きな被害が出たのは昭和20年6月

15日の空襲です。全焼家屋数は6,363戸、罹災者数

は20,699人にも上りました。西の空からやってき

たB29は焼夷弾を次々と落とし、まちはたちまち

炎に包まれました。

　特に西部に被害が集中していました。焼け出さ

れた人々が風呂敷を背に、リヤカーに身のまわり

の品を積み込んで、東へ東へと逃れる長い行列が

続きました。何もかもすっかり灰になってしまっ

た焼け跡に立つと、高台に上っているわけでもな

いのに遠く大阪城を見渡せたそうです。

　また、8月14日の空襲では、すぐ近くの大阪砲兵工廠

が壊滅的な被害を受け、東成区内でも北部を中心

に多くの住民が巻き込まれました。

　昭和19年2月には約13万5千人であった区の人

口は、戦後すぐの昭和20年11月には約7万人弱と

半分にまで減ってしまいました。

　東成区の集団疎開先は奈良県の各地でした。昭

和20年7月には、10校の児童2,575人が不安に包ま

れながら、家族の残る大阪の空を見つめていまし

た。縁故疎開も含めると、さらに多くの児童が親元

をはなれて、心細い日々を過ごしました。

不安に包まれた疎開生活空襲で区の半分が焼け野原に昭和の初めの東成区

「甦えるわが街 -戦災復興土地区画整理事業
（東成玉造地区）-」を参考に作成

よみが

戦時下の
東成区
私たちのまち東成区も、

戦争で大きな被害を受けました。

空襲でまちがどのように破壊され、

子どもたちがどのような生活を

強いられたか見ていきましょう。

ひがい

はかい

し

くうしゅう

くうしゅう そかい

かっきょう てい

くうしゅう くうしゅうりさいしゃ おおさかほうへいこうしょう

しょういだん

ひがい

こ のが

ほのお

ひがい みわた しゅうだんそかい

えんこそかい ふく

す

かいめつてき ひがい

こ

ふろしき

あと

おおさかほうへいこうしょう

15みて・きいて・つたえたい へいわ14
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体験談を聞く③ - 吉村公一さん -

お腹いっぱい食べるのが夢

わたしが深江小学校（当時は深江国民学校）に通っ
ていた9才のころ、奈良県の香

かぐやま

久山のふもとにある法
然寺というお寺へ学

がくどうそかい

童疎開しました。香
かぐやま

久山は大和
三山の1つで、今の橿

かしはらし

原市にあたるところです。お寺に
ある分教場という建物には、２つの部屋があり、1つは
教室として使用し、もう1つは食堂として使用しました。

食料が不足している時代のため、配給されるお米だ
けでは足りず、先生方が食料の買い出しに出ていまし
た。朝は「おかゆ」、昼・夜は「すいとん」や「ぞうすい」
などの団

だんごじる

子汁を食べて生活をしていました。お腹いっ
ぱい食べるということが不可能な状

じょうきょう

況でした。味がお
いしい・まずいよりも、毎日お腹いっぱい食べたいとい
う気持ちが強くありました。

村の端
はし

で乳牛を飼
しいく

育しているところがあり、そこへ交
代で当番を決め牛乳を取りに行っていました。牛乳も立
派な栄

えいようげん

養源でしたが、それでもみんなやせていました。

教科書がない中、工夫して学ぶ

戦争が激しくなり、教科書の印刷が行えず、わたした
ちの教科書はありませんでした。そのため、進級する
学年の上級生たちが使用していた教科書をゆずり受け
て勉強していました。それでも、全員に教科書が行き

わたるわけではなかったため、先生方はとても苦労さ
れたと思います。

疎
そかいさき

開先にオルガンが1つあり、音楽はそのオルガン
を使用していました。先生がオルガンをひき、わたした
ちはその音に合わせて歌います。特に多く歌ったのが
「春の小川」でした。

つらいだけではなかった疎
そかいせいかつ

開生活

6月に田植えが行われ稲
いね

が育つと、イナゴがたくさん
発生します。何度も友達とイナゴを捕

と

りに行きました。
イナゴを捕

つか

まえては糸針に刺
さ

し、それをぶら下げて
持って帰りました。持って帰ったイナゴはしょうゆをつ
けて焼き、おやつに食べていました。

他には、友達と山にセミ捕
と

りに行っていました。
香

かぐやま

久山には「春
はるせみ

蝉」というセミがおり、夏は夏のセミが
鳴きますが、「春

はるせみ

蝉」は4〜5月にかけて鳴いていまし
た。そのため、今と比べると少し長い間セミ捕

と

りを楽し
むことができました。

自然の多い土地だったため蛍
ほたる

を見ることもできまし
た。お寺の周りに小川が流れていて、6月の田植えの時
期にはたくさんの蛍

ほたる

が飛びかいます。日が暮れると児
童はみんな外へ出て蛍

ほたる

を見に行きます。ヘビなどの危
険な生物もいるため、先生からは「あんまり川の中に入
らないように」と注意されていました。

今のようにテレビゲームなどの遊びはありませんでし

たが、たくさんの自然に囲まれた環
かんきょう

境でわたしたちは遊
びを見つけていました。食べるものがあれば、そして家
族にさえ会えれば、素晴らしい場所だったと思います。

疎
そかいさき

開先は必ずしも安全ではない

疎
そかい

開していることで必ずしも安全というわけではあ
りませんでした。アメリカの航

こうくうぼかん

空母艦が戦
せんとうき

闘機を積
つ

ん
で日本の近くにきていました。奈良県にも戦

せんとうき

闘機が飛
んできて、住民を機

きかんじゅう

関銃で攻
こうげき

撃してきました。農家の
方は夏には白いシャツを着て田んぼへ行かれますが、
その白いシャツを目がけて機

きかんじゅう

関銃を撃
う

ってくるので
す。戦

せんとうき

闘機が飛んで来たら、みんな白いシャツを脱
ぬ

ぎ
捨てて遠くに放ります。シャツを放った反対側へ伏

ふ

せる
と、戦

せんとうき

闘機は白いシャツの方を人間だと思って攻
こうげき

撃し
ます。戦

せんとうき

闘機がいなくなってから農家の方がシャツを
見ると、撃

う

たれた穴が開いていたということがありま
した。そのままシャツを着ていたら確実に撃

う

たれてい
たと思います。

わたしたちが生活しているお寺にも戦
せんとうき

闘機はやっ
てきました。お寺の本堂の裏にある建物は部屋が4つ
に分かれており、各部屋ごとに寝

ね

る場所が決まってい
ました。夏なので開けっ放しにして、池のある大きな
お庭で遊んでいました。そこへ戦

せんとうき

闘機が飛んで来て、
機
きかんじゅう

関銃を撃
う

ってきました。「これは危ない！」と急いで
みんな部屋のすみへ固まりました。戦

せんとうき

闘機からは子ど

「戦
せんとうき

闘機」に狙
ねら

われたときには、

生きた心地がしませんでした。

大阪市内の都市部は空
くうしゅう

襲で危険なため、

奈良県に集
しゅうだんそかい

団疎開していた吉村さん。

しかし疎
そかいさき

開先も決して安全ではありませんでした。

「学
がくどうしゅうだんそかい

童集団疎開出発式（深江小学校）」　 「深江小学校の児童たち」（左）　 「疎
そかい

開時の吉村さん」（右）提供：吉村公一さん

 吉
よしむら

村 公
こういち

一さん（当時 9 才）
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もが遊んでいるのが見えていたと思います。戦
せんとうき

闘機
がいなくなってから、顔を上げると、部屋の畳

たたみ

の上に
機
きかんじゅう

関銃の弾
たま

が転がっていました。弾
たま

は本堂の梁
はり

に命
中しており、梁

はり

は折れてしまいました。戦
せんとうき

闘機に狙
ねら

わ
れたのは1度だけでしたが、とても怖

こわ

かったです。

小学校の再開

天皇陛
へいか

下から大事なお話があるということで、ラジ
オを前に置いてみんなで聞きました。当時のラジオは
性能も悪くピーピーと音が鳴っていたため、何をお話
されているのかわかりませんでした。小学校3年生の
ため、内容もわからなかったと思います。後から先生に
「戦争に負けた。」ということ聞きました。

8月15日に終戦を迎
むか

えたからといって、すぐに大阪へ
帰れるわけではありませんでした。それから1ヶ月程は
疎

そかいさき

開先で過
す

ごし、10月初
しょじゅん

旬ごろにやっと大阪へ帰るこ
とができました。

深江小学校の本校は焼けていませんでしたが、分校

が丸焼けになっていました。分校は1・2年生が使用し
ていたため、本校へ移ることになりました。しかし、本
校だけでは児童の数が多すぎていっぱいになり、学校
に入りきれなくなりました。そのため、「朝行き」と「昼
行き」と言って、授業を午前と午後に分けて行いまし
た。「朝行き」は何年生、「昼行き」は何年生というよう
に分かれて教室を使用しなければいけませんでした。
そのうちに、運動場に仮設校舎を建設し、なんとかし
のいでいました。

わたしたちが疎
そかい

開へ行っている間に、教室の天
てんじょう

井が
全て外されていたため、屋根そのものが見えている状
態でした。学校に焼

しょういだん

夷弾が落ちた場合に、屋根裏で止
まれば燃えてしまうという危険があったからです。その
ため天

てんじょう

井を全て外していました。わたしたちが帰ってき
てからも、天

てんじょう

井はそのような状態でした。給食も、すご
くまずい脱

だっしふんにゅう

脂粉乳をお湯で溶
と

いたものしか出ませんで
した。相変わらず食べるものはありませんでしたが、家
族と共にくらし、学校に通えるのはうれしかったです。

体験談を聞く③ - 吉村公一さん - 体験談を聞く④ - 坂上忠さん -

みなさんに知っていただきたいことは、日本は終

戦から70年戦争していないということです。そのこと

をこれからも守り続けてほしいですね。戦争の体験

をされた方は、100人いれば100通りのご意見があ

り、生徒のみなさんにお伝えしたいことがたくさんあ

ると思います。みなさんは戦後生まれで戦争のこと

をあまりご存知ないと思いますので、歴史について

さらにくわしく調べていただき、自分自身の考えを持

つようにしてほしいですね。今回のお話ではみなさ

ん真面目に聞いてくださったので、本当に良かったと

思いました。

戦争を知らない世代への

メッセージ

食べるものがなかった疎
そかいさき

開先

小学校3年生の秋に集
しゅうだんそかい

団疎開で大成小学校（当時は
大成国民学校）から奈良県に行きました。その時のこと
が一番印象に残っています。

当時、疎
そかい

開する学年としては3年生が一番低学年で、
全く知らないお寺や神社に放り込

こ

まれました。遠足や臨
海学習のようなものではありません。着物などを先に送
り、家族とはなれてそこで生活をするということでした。

朝食の主流は「おかゆ」で、奈良県に疎
そかい

開した人はみ
なさん食べられていると思います。お米のある時はごは
んが食べられましたが、肉は当時ほとんどありませんで
した。イモ・根菜類などを食べて過

す

ごしていました。
しかしそれらも次第に不足し、食べるものの量は減

る一方でした。ある時は「するめ」をさいたものが3本お
かずとして出てきました。「えっ、これがおかず？」とびっ
くりしたのを覚えています。今であれば「するめ」をおか
ずにしてごはんは食べないと思います。当時は食べるも
のが本当にありませんでした。常にお腹が減っていたの
で、驚

おどろ

きはしましたが、おいしかったです。

疎
そかいさき

開先での生活

疎
そかいさき

開先には50人ほどの児童がいました。わたしたちは
神社・お寺に疎

そかい

開しました。広い本堂に全員で寝
ねと

泊まり
をします。朝には起

きしょうがかり

床係として、先生が号令をかけます。

親が疎
そかいさき

開先へ面会に来ることが

唯
ゆいいつ

一の楽しみでした。

小学校 3 年生の秋、

大成小学校から奈良県へ疎
そかい

開した坂上さん。

両親とはなれて心細くつらい思いをしました。

 坂
さかがみ

上 忠
ただし

さん（当時 9 才）

「当時の食べものの例（サンプル）」　提供：ピースおおさか
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勉強よりも大事な燃料集め

当時はおかゆを炊
た

く時に、大きな釜
かまど

戸で木を燃やして
炊
た

いていました。今であればガスや電気でごはんが炊
た

け
ますが、当時は燃料から自分たちで集めなければいけ
ませんでした。燃料は山に取りに行きますが、山までの
道のりはとても長く、時間がかかりました。上級生はう
まく木の枝などを拾えますが、小学校3年生のわたした
ちはできません。そのため、落ち葉をかき集めて大きな
木を燃やす時にくべていました。そうすると大きな木が
燃えやすくなります。授業時間は、そのようなことに時
間を使っていました。

月に一度の楽しみ

月に1回か2回、親が疎
そかいさき

開先へ面会に来ることが唯
ゆいいつ

一
の楽しみでした。小学生ですから、親に会えるのはと

てもうれしかったですね。わたしの両親は疎
そかい

開に反対
していたので、特に頻

ひんぱん

繁に会いにきてくれました。

嘘
うそ

の手紙

大阪の家族へハガキを書くこともできました。しか
しハガキには、「元気にしています。」「お腹いっぱい
美味しいごはんをいただいています。」という、嘘

うそ

ば
かりを書いていました。そうしなければ、先生に却

きゃっか

下
されてしまい、投

とうかん

函してもらえないからです。「しんど
いです。」「食べものがなくて困っています。」「戦争は
いつ終わりますか。」などと書けば没

ぼっしゅう

収されます。大阪
の両親から来る手紙も「日本は勝った。」という内容
ばかりで、後から考えればあれだけの空

くうしゅう

襲を受けてい
てなぜ勝てるのかと思いました。当時は情報が一切な
く、日本中の国民がだまされていました。

特
とっこうたい

攻隊や原
げんばく

爆、戦地で亡くなられた方はもちろん

気の毒です。しかし、空
くうしゅう

襲で亡くなられた民間人の

方のことも忘れないでいただきたいですね。同じ大

切な命で戦争の犠
ぎせいしゃ

牲者です。当時は報道もされませ

んでした。もちろん原
げんばく

爆の被
ひがい

害は桁
けた

ちがいで、その

方たちのことは毎年8月に話題にのぼります。そのこ

とについては当然だと思います。しかし、日本全国に

空
くうしゅう

襲が行われ、民間人が亡くなられている事実に関

しても、同じだけ思い返していただきたいです。

祖父母や両親の言うことに対して、冷たくするの

ではなく、話だけでも聞いていただきたいです。そし

て「なぜあの人はこんなことを言ったんだろうか？」

と、考えてみてください。必ず何か意図があると思い

ます。他人の意見に耳をかたむけ、そのことを深く考

えることが、平和につながると思います。

戦争を知らない世代への

メッセージ

体験談を聞く④ - 坂上忠さん -

全員飛び起きて身
みじたく

支度をすませ、整列します。50人が一
度に身

みじたく

支度を始めるため、顔を洗うことは競争になって
いました。井

いど

戸が1つしかないため、場所を取り合いま
す。井

いどみず

戸水で顔を洗いますが、ポンプでくんだ温かい水
ではなく、前日にためておいた水で顔を洗っていました。
冬の寒い時期は氷がはり、とても冷たかったです。

暖
だんぼう

房に関しても、今のような暖
だんぼうきき

房機器はありませんか
ら、火

ひばち

鉢を使用していました。火
ひばち

鉢とは大きな器のよ
うな瀬

せともの

戸物の中に灰をたくさん入れて、炭で火をおこす
ことによって暖

だん

をとる道具です。お寺の広い本堂に1つし
かなく、50人全員がそこへ手をかざしました。しかし、わ
たしたちは一番低学年でしたから、6年生の子が陣

じん

取っ
たらはじき飛ばされます。暖

だんぼう

房にはあたれず寒い思い
をしました。寒さをしのぐために10〜20分程ランニング
も行いました。汗

あせ

をかく手前でお寺にもどり、寮
りょうぼ

母さん
が用意しているお湯をためた洗面器の中へ手をいれま
す。手

てぶくろ

袋のような衣服は一切ないので、そうすることで
冬の寒さにたえていました。

朝食は現在も使用されているような長机に向かって、
正座をして食べていました。お茶

ちゃわん

碗などの食器は各自家
から持参しますが、自分のものを使うのではなく、順番
に並べられているものを使います。

疎
そかいさき

開先では、勉強らしい勉強はできませんでした。何
度か近くの小学校へ行きましたが、徴

ちょうへい

兵のため教師の数
は減っており、教科書も満足にない有り様でした。

お寺ならではの遊びや悩
なや

み

疎
そかいさき

開先の遊びで面白かったのは肝
きもだめ

試しです。寒い冬
の夜にお寺の横のお墓で肝

きもだめ

試しをして遊んでいました。
今のように電気もないので、とても怖

こわ

かったです。お墓
を通り奥

おく

へ行くと机が置いてあり、そこへ自分の名前を
書いて帰ってくるというルールでした。途

とちゅう

中におどかし
役もいて、上級生は1人で行かなければなりませんでし
た。わたしは低学年なので2人でも許されていました。当
時はそのようにして遊んでいました。

お寺の本堂で一番怖
こわ

い場所といえばトイレでした。

一度外へ出て、石
いしだたみ

畳の廊
ろうか

下をわたり50mほど行かなけ
ればなりません。横はお墓なので、夜中にトイレに行き
たくなっても怖

こわ

くて行けない子ばかりでした。みんな行
くのをがまんしていました。一

いっしょうけんめい

生懸命がまんして、だれ
かがトイレに行く音がしたらあわててついて行きます。
そうすると、いつも3人ほどがトイレにたっていました。
しかし、人数分の場所がないので順番を争って、一番あ
とになれば大急ぎでもどるということをしていました。
それほど夜中のお墓は怖

こわ

かったです。慣れてくると一番
に行くのがいいとわかりますので、わざと大きな音をた
ててみんなにアピールし、がまんしていた人があわてて
ついてくるのを待ちました。最初は勇気がいりますが、
一番になれると楽でした。ゆっくり行ってゆっくり帰れ
ます。後から行くと最後は1人であわてて帰らなければ
いけません。

取っても取ってもわいてくるシラミ・ノミ

シラミやノミにはとても困りました。米つぶのような
白い小さな虫が、下着などの縫

ぬ

い目に大量に連なりまし
た。かまれると大変なかゆみが起こり夜も眠

ねむ

れません。
元は白い虫が血を吸うと黒く変化し、シャツを脱

ぬ

ぐと黒
い点々が大量にこびりついていました。それを退治する
ためにつぶすと、とてもくさい臭

にお

いがします。そのためシ
ラミを取っては瓶

びん

のふたに入れ、それを火
ひばち

鉢の火にくべ
ることで対処していました。今のような殺

さっちゅうざい

虫剤はもちろ
んありませんでした。とても取りきれず、かゆみにはとて
も悩

なや

まされました。

「疎
そかいがくどう

開学童の授業（常
ときわ

盤小学校）」提供：大阪公文書館
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体験談を聞く⑤ - 和田淳子さん -

家族がはなればなれになった疎
そかい

開生活

わたしは太平洋戦争当時、片
かたえ

江小 学 校（当時は
片

かたえ

江国民学校）に通っていました。小学校2年生の
時に、片

かたえ

江小学校の低学年の児童は3月の大 空
くうしゅう

襲
の前に奈

なら

良県の長
はせでら

谷寺へ疎
そかい

開しました。ボタンの花
で有名な近鉄電車の駅がある長

はせでら

谷寺です。疎
そかい

開先
では、先生と食事を作ってくれる係のお母さん方と
日々を送りました。

わたしの家族は、母と兄と弟、わたしの4人です。戦争
中、母と兄とわたしは疎

そかい

開先でいっしょにいることがで
きました。わたしの母が、疎

そかい

開先の食事係としていっ
しょに疎

そかい

開先に来ていたからです。母と一緒にいること
ができてわたしは幸せでした。他の児童はみんな、家族
とはなれて疎

そかい

開先に来ており、夜にはさびしさのあまり
「お母さん、お母さん」と、泣いていました。母が疎

そかい

開先
にいたおかげで、わたしは幸せだったと思います。

ひとりぼっちの弟

わたしたちが疎
そかい

開していたころ、弟はまだ4才でし
た。幼い弟は母の実家の奈

なら

良県田
たわらもと

原本に預けられてお
り、1週間に1度、母とわたしで会いに行きました。

わたしたちが会いに行くと弟は母からはなれず、別れ
際に大声で泣いていました。「母ちゃん！ぼくもいっしょ
に連れて帰って！」と泣く声は村中にひびきわたってい
ました。母は歩きながら、ずっと声をあげて泣いていま
した。その時の弟の声は、今も耳からはなれません。

焼けてしまった片
かたえ

江小学校

終戦後、集団疎
そかい

開から東成区へ帰ってきて、学校へ行
くことになりました。しかし、片

かたえ

江小学校は空
くうしゅう

襲で丸焼
けになっていたので、校舎がありませんでした。

そこで、片
かたえ

江小学校の児童は今里小学校の一部と、
神路小学校の分校を借りて勉強をしました。わたしは神
路小学校の分校で勉強をしました。現在の「大今里公
園」があるところに、当時は神路小学校の分校がありま
した。校舎の周辺は草が生いしげり、大変な荒

あ

れ地で
した。道はどろ水であふれ、学校以外の建物が全くあり
ませんでした。今は立派な公園になっていますが、みな
さんは戦後ここに分校があったことを知っていますか。
片
かたえ

江小学校が建てかえられるまでの間、そこで勉強をし
ていました。

「鶴
つる

の脚
あし

」と言われた母

わたしの家は片
かたえ

江小学校の近くにありましたが、3月
の大空

くうしゅう

襲の時に小学校と共に焼けてしまいました。田

原本にある母の実家も、焼
しょういだん

夷弾が落とされ丸焼けに
なり、母は実家も大阪の家も失いました。

疎
そかい

開先から東成区へ帰って、住む所がなくなっていた
ため、わたしたち家族は知人の家の2階を借りて生活を
していました。

終戦後はお金も、食べものも、衣服もなくとても苦し
い生活でした。母は3人の子どもを食べさせるため、自
分の食べものもわたしたちに分けあたえ、やせ細ってい
ました。周りの人からは「あんたのとこのお母さん、鶴

つる

の脚
あし

やねぇ。」と言われていました。鶴
つる

の脚
あし

とは、身の
ない、骨と皮だけの脚

あし

ということです。
食べるものが一切なく、おはしもありませんでした。

でも、おはしは必要ありませんでした。なぜなら、お
はしが必要な食事ができなかったからです。おかゆは
すーっと飲めるような薄

うす

いものです。「目玉の映るおか
ゆさん」と言って、おわんをのぞいたら自分の目玉が映
るほど薄

うす

いおかゆという意味です。そのようなものを
食べて生活をしていました。

当時、お金をかせぐ手段として「買い出し」というも
のがありました。田舎の農家へお米や野菜を買いに
行って、それを大阪へ持って帰ってきて売ります。そし
てお金にかえていました。わたしの家は焼けてしまって
何も残っていませんから、当然お金もありません。母が
近所の人から何とかお金を借りて買い出しをして、わた
したちの生活を支えていました。

それでも、白いごはんを食べることはできません

生きた心地もしないほどやせても

子どもたちのことを一
いっしょうけんめい

生懸命考えてくれた

母のことを想うと、

本当につらい気持ちになります。

小学校３年生の時に終戦をむかえた和田さん。
父親は戦死。女手ひとつで育ててくれた母親の苦労が
今でも忘れられません。

「現在の大今里公園」
神路小学校の分校があった。片

かたえ

江小学校の児童が通っていた。

「学
がくどうしゅうだんそかい

童集団疎開の出発（片
かたえ

江小学校）」　

「当時の衣料切符・米穀通帳の資料」　提供：ピースおおさか
配給の制度はあったが、物資の不足は深刻であった。

 和
わだ

田 淳
じゅんこ

子さん（当時 9 才）
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でした。母は生きた心地がしないほどやせているに
も関わらず、子どもたちのことを一

いっしょうけんめい

生懸命考えてくれ
ていました。母のことを想うと本当につらい気持ちに
なります。

もどれなかった父

父は太平洋戦争で戦死しました。昭和20年4月22日
に東成区役所から戦死公報がありました。わたしたち家
族4人と親せきで父の遺骨を区役所まで受け取りに行き
ました。家に帰り骨

こつつぼ

壺を開けると、折れた「割ばし」が3
つ入っていました。骨ではなく「割ばし」です。だれが入
れたのかはわかっていません。

父は南太平洋のアンボン島で戦死したと聞いていま
すが、本当にそこで亡くなったのか真実はわかりませ
ん。同じ部隊の人はみなさん亡くなられています。

遺骨が帰ってこないことはよくあることでした。わ
たしたちの父だけではありません。ほかでは骨

こつつぼ

壺に
石が入っていたというお話も聞きました。そういう時
代でした。

家族と友だちがいる幸せ

そのような状
じょうきょう

況の中でも、家族の絆
きずな

はとても強かっ
たです。家族4人で寄りそって毎日を過ごしました。食
べものは粗

そまつ

末でも、4人そろって食べたらとても美味し
かったです。お腹が減ってつらい目にあっても、家族が
そろっている時が何より幸せでした。

戦後は学校生活も楽しいものでした。縁
えんこそかい

故疎開や
集
しゅうだんそかい

団疎開で離れていた友だちがみんな東成区へもど
り、学校に集まったからです。そうして友だちと集まり、
学校で学べることは素晴らしいことだと感じました。

体験談を聞く⑤ - 和田淳子さん -

全国に語り部
べ

の方が大勢いて、子どもたちに伝え

ていくことはとてもいいことだと思います。

しかし、語りつぐことの大切さは理解しています

が、戦争のことを思い出すと悲しい気持ちになりま

す。苦労したことは忘れてしまいたいですね。

わたしが、今の平和を守るためにみなさんにお伝

えしたいことは、「戦争がおこる・おこらないは、本人

の考え方ひとつ。」だということです。みなさんは、

学校などで戦争について勉強していると思います。

色々な視点で様々な意見があると思います。

戦争をくり返さないためにどうしたらいいか、平和

であるためにどうしたらいいか、みなさんお一人おひ

とりに考えていただきたいですね。

戦争を知らない世代への

メッセージ

体験談を聞く⑥ - 大隈満洲男さん -

言葉にできない悲しみの記
きおく

憶

当時わたしは11才でした。わたしには兄がいました
が、頭に焼

しょういだん

夷弾の直
ちょくげき

撃を受け亡くなりました。頭の一部
が飛んでしまい、そこから下が無くなっていました。それ
がトラウマとなって、記

きおく

憶の有る無しに関わらず、戦争に
ついて語ることができませんでした。今まで語り部として
お話をするチャンスはありましたが、自分の中での整理
ができずにいました。戦争というのは亡くなる方だけでな
く、生き残った人にも影

えいきょう

響があるということです。
兄が亡くなり、家庭がうまくいかなくなっていきまし

た。小さいわたしには何もできませんでした。戦争のお
話にも、様々なものがあるということを知っていただきた
いです。だれが死んだという事実だけではなく、実際に
その内容を説明しようとすれば言葉が出てきません。

本格的な空
くうしゅう

襲にあったことは1度だけです。戦時中
ももちろんつらかったですが、それ以上に兄の突

とつぜん

然の

死で家族が大きく変わってしまった戦後の生活は、苦
しみの連続でした。

兄との思い出

兄のことは断片的な思い出しかありません。兄はわたし
より知

ちえ

恵がまわる人で、ひもじい時代だから家の中のもの
を盗

ぬす

み食いすることもあり
ました。母が隠

かく

していた砂
糖を食べて、それをわたし
がやったと母に言いつけ
るのです。わたしが否定な
どすれば、後で兄に叩かれ
るため何も言い返すことは
出来ませんでした。母にさ
んざん怒

おこ

られても、黙
だま

っ
て泣くだけです。

戦後の生活は、苦しみの連続でした。

空
くうしゅう

襲で兄を失った大隈さん。

毎日生きていくのに精
せいいっぱい

一杯で、

学校にはほとんど行けませんでした。

 大
おおくま

隈 満
ますお

洲男さん（当時11 才）

「家族写真」提供：大隈満洲男さん
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昼間の焼
しょういだん

夷弾は、銀紙を落としたかのようにチカチ
カと光って真っ白になります。夜には花火のように真っ
赤になって、「ザー！」とものすごい音をさせて落ちてき
ます。焼

しょういだん

夷弾がどこへ落ちるか予想できないため、と
にかく逃

に

げました。自分がどこを向いて逃
に

げているの
か見当もつかない状態でした。10才の子どもに正しい
判断などできるはずもありません。周囲の大人たちが
逃
に

げる方向へ逃
に

げました。

当時のお葬
そうしき

式

空
くうしゅう

襲の後は近所中がお葬
そうしき

式ばかりでした。お葬
そうしき

式
と言っても、お坊

ぼう

さんにお経をあげていただくような、

お葬
そうしき

式はできる状態ではありませんでした。当時は今
のように死者を寝

ね

かせる「寝
ねかん

棺」ではなく、「座
ざかん

棺」と
いって四角い箱に人を座らせて荼

だび

毘にふしていまし
た。自分たちで座

ざかん

棺に入れて焼き場へ持って行きます。
焼き場にはいくつもの座

ざかん

棺が積み上げられていまし
た。荼

だび

毘にふすための燃料になる木を持って行かなけ
れば、焼いてもらえないのです。そのような荼

だび

毘にもふ
されない座

ざかん

棺が積み上げられているのでした。わたし
の兄もこのようにして葬

ほうむ

ったのです。

生徒さんたちは顔色がいいですね。わたしたちの

時代はみんな悲
ひそう

壮な顔をしていました。今は平和で

幸せです。この平和を守るために、みなさんには色々

と考えていただきたいです。

身近なことで言えば、新聞を読んで世界や日本の

情勢を知ることです。少しでも政治に興味を持って

いただきたいです。だれがいい悪いではなく、関心を

持って勉強して、まちがったことがあればその時に行

動を起こせるような考えを持っていただきたいです。

人に全て任せきりにしたり、自分は動かずに家の中

にいたりするだけでは、何もチャンスはありません。

ボランティアや公園の掃
そうじ

除、あるいはアルバイトでも

いいと思いますが、少しでも行動して社会と関わり、

世の中の仕組みを知っていただきたいですね。

みなさん1人1人が行動を起こせば、平和というも

のが見えてくると思います。

戦争を知らない世代への

メッセージ

兄が死んだ日、家が狭
せま

いため寝
ね

るところがなく、わた
しは兄の遺体といっしょに寝

ね

ました。兄の遺体は頭に
包帯を巻かれて寝

ね

かされていました。それを見て「頭
がないな」と思ったことを覚えています。

食べるものを求めて

わたしの家は貧しかったため、食べるものが一切な
く、生きて行くのに精

せいいっぱい

一杯でした。今、みなさんが送ら
れているような生活ではなく、ただ生きていたという表
現が近いと思います。当時駅前には、家を焼かれ、親
を失った「戦

せんさいこじ

災孤児」がたくさんいました。
家族の心がバラバラになり、家にいづらくなったわたし

は、食べていくためにそこへ行き、戦
せんさいこじ

災孤児の人たちと
同じようにして、闇

やみいち

市で人からものをいただいていまし
た。少しでも食べものが手に入れば、みんなで分け合って
いました。ものは配給制で、配給があれば並びに行き、
雑
ぞうすい

炊をいただきます。戦後の動乱の時代でした。
わたしは半年程、戦

せんさいこじ

災孤児にまぎれて生活をしていた
ため、孤

こじいん

児院に保護されたこともあります。孤
こじいん

児院では
食べるものがあったため幸せでした。孤

こじいん

児院には半年程
いましたが、父が迎

むか

えに来たため家に帰りました。

中学校へは行かずに働いた

戦争中は学校へ行っていましたが、勉強はできません
でした。まず、教科書がありませんでした。学校には置い
てありましたが、児童には配られませんでした。算数や国

語などの勉強ではなく、「モールス信号」や「手
てばたしんごう

旗信号」
といった戦争に関することばかりを教わっていました。ま
た、学校に登校してもすぐに空

くうしゅうけいほう

襲警報が鳴るため、学校
生活自体が成り立っていませんでした。

今では小学校を出たら中学校へ行くことが義務化
されていますが、わたしは孤

こじいん

児院から帰ってきてすぐに
「丁

でっちぼうこう

稚奉公」へ出されました。そのため、中学校へは
行っていません。

今の区民センターがある付近に当時うどん屋さんが
あり、そこへ丁

でっちぼうこう

稚奉公に行きました。そのお金でわたし
の家族は生活をしていました。奉

ほうこうさき

公先がうどん屋であ
るため、うどんを食べさせてもらうことができました。
わたしは病弱でとても12才には見えないほど背も小さ
かったのですが、おかげで平均程の体格になることが
できました。

学校生活の記
きおく

憶はほとんどありません。

空
くうしゅう

襲の記
きおく

憶

空
くうしゅう

襲の時は10才程で、記
きおく

憶にはありますが言葉で
表現するのはとても難しいです。当時は衛生面も悪く、
わたしは病弱であったためにとても苦労しました。

昭和20年のころの大阪は、毎日のようにあちこちで
空
くうしゅうけいほう

襲警報が鳴っていました。空
くうしゅうけいほう

襲警報が鳴っても飛
行機が飛んで来ないこともあります。わたしの住んでい
た地域では空

くうしゅうけいほう

襲警報は毎日鳴っていましたが、実際に
爆
ばくだん

弾が落ちて来たことは1度だけでした。その日は1日
中逃

に

げていたことを覚えています。

体験談を聞く⑥ - 大隈満洲男さん -

「靴
くつ

みがきの少年少女 ( 大阪駅東口阪急西側歩道 )」　提供：大阪歴史博物館 「火の雨のように降り注ぐ焼
しょういだん

夷弾」　提供：ピースおおさか
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戦争体験者の方のお話を聞いて、

中学生のみなさんは何を感じて、

どのような考えをもったのでしょうか。

目の前で人が死んでいくと
いうお話を聞いたり、学校
に行かないで工場で働いて
毎日苦しかったという話を
聞いて、もっと学んだり調
べたりして、戦争のことに
ついてくわしく知っていき
たいです。

授業で色々戦争について
先生から話を聞いていまし
たが、全然ちがう部分もあ
るということがわかって、す
ごく勉強になりました。

戦争はすごく悲さんなこと
だなと思いました。自分の
身のまわりから平和にする
ために、ケンカとか小さい
ことから消していって、それ
がつながることを増やして
いけたらと思います。

今回聞いたお話を自分だ
けにとどめておくのではな
く、できることがあればす
ぐに動いていきたいと思い
ました。

お 話 を 聞く前 は 戦 争 は
「怖

こわ

い」というイメージで
した。でもそれだけではな
くて、家もお金も衣服もな
くなって、生活が苦しくな
る「苦労」も多いと知るこ
とができました。

たくさんの人が死んだり、
ケガしたりっていうのは聞
いていたのですが、食べ
ものがなくなったり、多く
の苦労があるということ
がわかりました。

今回お話を聞いて、頭の中
に状

じょうきょう

況がうかびました。自
分が思っていたこととちがっ
て、改めて怖

こわ

いと思いまし
た。知らなかったことが聞
けて良かったと思います。

戦争があったことをみんな
が絶対忘れずに「してはい
けないこと」というのを心
に置いておくことが大切だ
と思います。

戦後の生活など、教科書と
はちがった視点から戦争
について知ることができて
とても印象に残りました。

毎日朝昼晩とごはんが食
べれて、着る服もあって、
外も安心して歩けるという
当たり前のことに、改めて
感謝しないといけないと思
いました。

ぼくが小学校3年生で疎
そかい

開
に行くことになったら、たえ
られないと思います。戦争
をなくすために、ケンカし
たとしてもじっくり話し合っ
て、解決できるようにして
いけばいいと思います。

疎
そかい

開先にも食べものがな
かったことに驚

おどろ

きました。
本当のつらさなどを聞けて
良い経 験になったと思い
ます。次に生まれてくる子
どもたちに伝えていけたら
と思います。

お話を聞く前は、戦争して
る人が死んだり、空

くうしゅう

襲を
受けた人たちだけが迷わく
するのかなって思っていま
したが、全ての人に迷わく
がかかることに気づかされ
ました。

学校でもきちんと教えても
らっていないことを社会で
するということは、とても苦
しいと思いました。今、自分
がこうして楽しい中学校生
活を送れていることがすご
く身にしみて、ありがたいと
思いました。

今回お話を聞いて、語りつ
いでいくことが大切だと思
いました。ピースおおさか
にある実物などを見なが
ら、勉強していくことが必
要だと感じました。

当時の状
じょうきょう

況を色々と聞け
てよかったです。これから
身 近にいる人にも伝えて
いって、平和を維

いじ

持してい
きたいと思いました。

疎
そかい

開したり、学校に行って
いたり、当時の暮らしを初
めて聞きました。戦争に対
して見方が変わりました。

和田治朗さんのお話を聞いて

岡倉三郎さんのお話を聞いて

吉村公一さんのお話を聞いて

坂上忠さんのお話を聞いて

和田淳子さんのお話を聞いて

大隈満洲男さんのお話を聞いて

体験談を聞いて



終戦から70年の時が過ぎました

東成区で起こった戦争の記
きおく

憶に

今もなお向き合っている人たちがいます

今日、戦争がおこったら

明日、家族がはなればなれになったら

友達が遠い所へ行ったら

食べるものが無くなったら

……みなさんは想像できますか？

今の平和を守るために

これからの未来について

みなさんで考えてみませんか？


